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  小田原市自治基本条例・オープンスクエア（第７回）－概要記録－ 
2009.12.13（日）13:30-15:30（マロニエ・集会室３０１） 

テーマ：協働って何？ ～皆さんの活動の現場から考えてみましょう 

 
◎参加者：１８名、行政５名、ファシリテーター1 名 合計２４名（３グループ） 
 
◎今回のオープンスクエアの話題提供者 

・小田原市地域政策課 諸星課長 
・市民活動を支える会 椎野典子氏 

 
１．はじめに 

（１）今回のオープンスクエアの進め方について：今井（ファシリテーター～進行役） 

・オープンスクエアの趣旨、検討委員会との関係について説明。 
・今回は、第３回オープンスクエアで出された意見を検討委員会委員がまとめたものを資料と

して用意した。話題提供者の方のお話や、資料に書かれた内容をもとにしながら、大事なこ

とが抜けていたら補っていただいたり、これまでの議論をさらに深めるような話し合いを行

っていただきたい。 
 

（２）今回のテーマについての話題提供 
【小田原市地域政策課 諸星課長】 …資料１「協働について」 
１．協働とは 
・３つの丸（公的部門[官公庁]、民間部門Ａ[個人・市民活動団体]、民間部門Ｂ[企業等]）は、

市民と行政の関係を表している。言い換えると、私的領域と公共領域。 
・これまで行政が担う公共領域がどんどん拡大してきたが、これからは拡大していくことはな

いだろう。しかしその一方で、課題は大きくなってきている。 
・その解決のための考え方として「自助・共助・公助」というものがある。「共助」というのは、

自助と公助の間を埋めるものであり、「新たな『公』」とも言われる。『公』ではあるが、市

民や民間企業等も担う部分、すなわち、「協働」する部分である。 
２．小田原市の協働 
・小田原市では、平成１５年に「市民活動推進条例」が施行された。この条例で「協働」を初

めて定義している。「『協働』とは、市民活動を行うもの、市民、事業者及び市が対等の立場

で互いの特性を生かし、協力し合うことをいう。」（第２条第２項） 
・資料に「協働の例」を表で示している。協働の形態として、「委託事業」、「補助事業」、「負担

事業」、「共催事業」、「その他協力連携」と分類している。 
・協働に関する課題としては、行政主導で市民が安い下請けのような形にならないよう、いか

に対等な立場で契約するかということがあると認識している。これは行政側の協働に対する

姿勢の問題でもあると思う。市民主導の協働においては、行政側で受け止めきれないことや

制度の限界といった課題がある。 
・今後は、より対等な関係での協力を目指したい。 
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【市民活動を支える会 椎野典子氏】 
・先程、「委託」という話があったが、市民活動サポートセンターは「市民活動を支える会（以

下、『支える会』）」が市から業務委託を受けている。 
・経過としては、平成１３年にサポートセンターが公設公営で設置された。平成１６年からは、

「支える会」が管理運営業務の委託を受けて公設民営の形となった。平成１８年には「支え

る会」が指定管理者となり、今年、再指定されている。 
・契約、協定の制約の中での活動であるという面はある。 
・市民活動サポートセンターは、様々な市民が利用している。いつも多くの市民のニーズを把

握するように努めている。 
・市長のマニフェストに「持続可能な市民自治のまち」、「市民が主役の小田原に」という言葉

があるが、市民の能力が十分発揮される地域運営の仕組みが必要であると思う。 
・指定管理者という仕組みは、市民目線からの運営という意義があると考えている。 
・「協働」とは、①共通の目的・目標をもち、②役割と責任を分担し、③信頼関係をもち、④連

携・協力する中で、対等な関係でプロセスを共有することだと捉えている。 
・行政・市民にそれぞれ特性がある。行政には、市民の立場ではできないことをやってもらう

ということだと思う。お互いの信頼関係が大事であり、日頃からの意思疎通が重要である。

市民活動サポートセンターでも、毎回の定例会に行政担当者が参加していたり、日常的にも

情報交換に努めている。今は、うまく協働できていると思う。しかし、全てがうまくいって

いるわけではない。 
・対等な立場ということが大事であるが、行政からの指示が強いこともある。まだ市民が弱い

立場にいることもある。改めて「対等性」の認識をもちたい。 
・それぞれの特性・資源を生かすという意味では、市民には豊富な知恵を持った人が多い。そ

れをどんどん引き出すことも行政の役割だと思う。目的は、小田原を元気にするため。 
・これらがあって初めて、本当の「協働」になっていくと思う。 
 

２．１人１分自己紹介とグループでの話題提供 

・３つの班で一人ずつ自己紹介を行い、各班の検討委員から話題提供があった。 
…資料２「第３回オープンスクエア（21.10.16 実施）からの素材集」 

 

３．グループで聴き合い・話し合い：「協働」について考えよう 

・各班で、「協働」についての話題提供や資料をヒントに話し合い、模造紙に経過と結果をまと

めた。 
 

４．各グループで話し合った内容について発表（発表順） 

【１班】（６名） 

・「協働」するには、「共感」が大切である。 
・意見は、「行政にできること」、「地域のニーズ」、「テーマ設定」、「市民の意識の向上」に分け

ることができた。 
・市民の意識の向上のためには、行政はできることを取り入れることによって、市民に結果を
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出す喜びが感じられるとよい。それによって盛り上がり、ニーズやテーマ設定、課題がしっ

かりと出されるようになり、さらに行政ができることは何か？という良い循環ができる。し

かし、行政に提案しても無視される。市民にもっと任せて欲しい。 
・「協働」をもっとスムーズにしたい。市民ニーズは広がってきているが、行政のできることは

限られる。そこで、市民のボランティアなどにできることなどを仕分けていく必要がある。 
・「協働」は対等な立場でやる必要がある。行政にできること、市民にできることを仕分けなが

ら、意識を高めていければと思う。 
 

【２班】（６名） 

・班のメンバーで確認したことは、自治基本条例の必要性と意味。歴史の中で、行政主導から

市民主権になっていくためのルールだということ。 
・資料１の行政、市民、企業の重なりの部分が、自治基本条例で考える協働に関わる部分だと

思う。 
・行政に関しては、公募委員の選び方、事業仕分けの結果の組織への反映、議員・議会の役割。

市民については、検討委員会等も協働の一つ、市民映画祭は協働の成功例、スクールボラン

ティアの活動は役に立っているのか、などの意見が出された。 
・まとめとしては、自らできること、互いに協力できること、役所ができること、この３つが

バラバラにあるのではなく、互いに連携することが大事だということ。 
 

【３班】（６名） 

・まず、「協働」がこれから必要なものであるということを確認した。 
・議論のポイントの１つは、情報の共担。市民と行政のパイプが大事。市民が水平的な関係で

意見を言える場所がほしい。議員にも意見を言えるような場所。「市長の手紙」というのが

あるが、むしろ「部長・課長への手紙」の方が大事なのではないか。 
・２つめのポイントは、人材育成が大事ということ。個人個人もリーダーも重要。また、行政

担当者の理解力を養う必要もある。熱心な人、そうでない人がいるが、身近なところから離

れた大きな問題には興味を持ちにくいと思う。 
・３つめのポイントは、場とつながり。市民同士、団体同士のつながりが大事。例えば、小田

原市には３つの大学があるが、学校同士のつながりがない。先日、３つの大学が協力して小

田原を活性化させたいと市長に提案した。 
・「一円融合」という二宮尊徳の思想がある。あくまで現場が先にあり、それから「新たな公」

が生まれ、広がっていくのだと思う。そういう尊徳の思想も活かしていきたい。 
 

５．まとめ 

〈ファシリテーター（進行役）より〉 
・（各班の発表のポイントを振り返った上で）今回は、第３回オープンスクエアよりもさらに「協

働」に関する議論が広がり、有意義だった。 


